
　
埼
玉
県
生
産
性
本
部
と

埼
玉
県
生
産
性
本
部
川
口

支
部
は
９
月
�
日
、
さ
い

た
ま
市
の
埼
玉
会
館
で

「
第
３
回
女
性
活
躍
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

た
（
＝
写
真
）
。

　
冒
頭
、
山
田
吉
隆
埼
玉

県
生
産
性
本
部
会
長
（
川

口
化
学
工
業
代
表
取
締
役

社
長
）
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
女
性

活
躍
推
進
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
、
労
使
、
学
識

が
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機

会
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

女
性
活
躍
推
進
に
つ
い

て
、
何
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
問
題
を
な

く
し
て
い
く
努
力
が
求
め

ら
れ
る
」
と
語
っ
た
。

特
別
講
演

　
山
極
清
子
・
ｗ
ｉ
ｗ
ｉ

ｗ
社
長
執
行
役
員
は
「
女

性
活
躍
を
推
進
す
る
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
と
働
き

方
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
特

別
講
演
を
行
っ
た
。

　
山
極
氏
は
、
女
性
活
躍

の
阻
害
要
因
の
背
景
に
は

日
本
的
雇
用
慣
行
が
あ
る

と
し
、
特
に
男
性
の
長
時

間
労
働
と
固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
が
根
付
い
た
状

態
が
続
く
中
で
、
女
性
社

員
が
家
事
・
育
児
を
担
う

役
割
も
変
化
せ
ず
、
仕
事

時
間
が
短
縮
し
て
し
ま
う

な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
と
り
わ
け
、
長
時
間

労
働
の
職
場
で
は
仕
事
と

の
両
立
が
で
き
ず
、
育
児

離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
現

実
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。

　
日
本
的
雇
用
慣
行
を
変

革
す
る
打
開
策
と
し
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
施
策
と
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（Ｗ
Ｌ
Ｂ
）

施
策
の
二
つ
の
施
策
を
組

み
合
わ
せ
て
推
進
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

語
っ
た
。

　
山
極
氏
は
、
自
ら
が
主

体
的
に
か
か
わ
っ
た
資
生

堂
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
と
働
き
方
改
革

を
解
説
し
た
。

　
女
性
管
理
職
登
用
な
ど

に
着
手
し
た
「
胎
動
期
」

か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ

ー
活
動
や
仕
事
と
育
児
の

両
立
支
援
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
取

り
組
ん
だ
「
発
展
期
」
、

女
性
・
障
が
い
者
・
外
国

籍
な
ど
を
問
わ
な
い
人
材

活
用
に
よ
る
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
」
を
展
開
す
る
「
成

熟
期
」
ま
で
、
�
年
に
わ

た
る
改
革
の
事
例
を
紹
介

し
た
。

　
取
り
組
み
の
成
果
と
し

て
、
資
生
堂
の
国
内
グ
ル

ー
プ
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

（
部
下
を
持
つ
管
理
職
）

比
率
の
向
上
を
挙
げ
、
２

０
０
０
年
当
時
わ
ず
か
５

％
だ
っ
た
も
の
が
、
�
年

１
月
時
点
で
�
％
を
達
成

し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
発
展
期
に
お
い
て
は
、

登
用
率
を
高
め
る
た
め
に

日
本
的
雇
用
慣
行
を
改
革

す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
施
策
と
長
時

間
労
働
削
減
を
重
点
目
標

と
し
た
Ｗ
Ｌ
Ｂ
施
策
に
同

時
に
取
り
組
ん
だ
と
振
り

返
っ
た
。

　
成
熟
期
の
課
題
と
し

て
、
①
男
女
と
も
に
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
の

育
児
、
介
護
と
の
両
立
、

②
男
女
と
も
に
�
歳
を
過

ぎ
な
い
と
管
理
職
に
登
用

さ
れ
な
い
、
な
ど
を
挙
げ

た
。

事
例
研
究

　
事
例
研
究
で
は
、
斉
之

平
伸
一
・
三
州
製
菓
代
表

取
締
役
社
長
が
「
三
州
製

菓
に
お
け
る
女
性
活
躍
推

進
へ
の
取
り
組
み
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し

た
。

　
三
州
製
菓
で

は
、
人
事
方
針

に
「
女
性
活
躍

推
進
」を
明
記
。

社
内
の
女
性
活

躍
推
進
組
織
で

あ
る
「
男
女
共

同
参
画
委
員

会
」
を
設
置
し

て
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
継
続
の
た

め
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
一
方
、
女
性
管
理
職
の

積
極
的
な
登
用
を
図
り
、

現
在
、
管
理
職
全
体
の
�

％
が
女
性
に
な
っ
て
い

る
。

　
同
社
で
は
、
女
性
活
躍

推
進
に
向
け
て
、
短
時
間

正
社
員
制
度
（
育
児
・
介

護
）
、フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
な
ど
様
々
な
働
く
環
境

の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
制
度
を
支
え
て

い
る
の
が
「
一
人
三
役
制

度
」
で
、
主
業
務
の
ほ
か

に
二
つ
の
業
務
の
ス
キ
ル

を
磨
い
て
、
相
手
の
仕
事

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
社

員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
な
ど
の

相
乗
効
果
を
生
ん
で
い

る
。

　
女
性
活
躍
推
進
は
経
営

戦
略
面
で
も
大
き
な
成
果

と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
商
品
企
画

力
の
向
上
で
、
同
社
の
商

品
購
入
の
９
割
は
女
性

で
、
女
性
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
必
要
性
か
ら
、
商

品
企
画
部
門
は
全
員
女
性

と
し
た
。
ヒ
ッ
ト
商
品
と

な
っ
た
「
揚
げ
パ
ス
タ
」

は
育
休
明
け
の
女
性
社
員

か
ら
の
提
案
に
よ
り
商
品

化
さ
れ
、現
在
、同
社
の
売

上
の
�
％
を
超
え
る
ヒ
ッ

ト
商
品
に
な
っ
て
い
る
。

　
斉
之
平
氏
は
、
女
性
活

躍
推
進
を
図
る
上
で
重
要

な
こ
と
と
し
て
、
社
長
や

役
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
女
性
活
躍
推
進
の
Ｋ

Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指

標
）
を
毎
月
会
議
で
確
認

す
る
こ
と
、
社
内
推
進
組

織
の
設
置
、
外
部
指
導
機

関
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

活
用
、
さ
ら
に
は
女
性
の

働
き
が
い
と
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
を
一

人
一
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
て
行
う
こ
と
、

助
け
合
い
や
「お
互
い
様
」

の
社
内
風
土
の
醸
成
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
語
っ

た
。

報
告
紹
介

　
犬
飼
典
久
・
埼
玉
県
産

業
労
働
部
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
課
課
長
は
、
「
埼
玉
県

の
女
性
活
躍
推
進
の
進
�

と
動
向
～
埼
玉
版
ウ
ー
マ

ノ
ミ
ク
ス
の
取
り
組
み
」

を
テ
ー
マ
に
報
告
紹
介
を

行
っ
た
。

　
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱

が
「
多
様
な
働
き
方
実
践

企
業
認
定
制
度
」
で
、
①

女
性
が
多
様
な
働
き
方
を

選
べ
る
企
業
、
②
法
定
義

務
を
上
回
る
短
時
間
勤
務

制
度
等
が
職
場
に
定
着
し

て
い
る
企
業
、
③
出
産
し

た
女
性
が
働
き
続
け
て
い

る
企
業
な
ど
、
六
つ
の
認

定
基
準
を
設
け
て
い
る
。

　
そ
れ
に
基
づ
き
、
プ
ラ

チ
ナ
（
６
項
目
す
べ
て
に

該
当
）
、
ゴ
ー
ル
ド
（
４

～
５
項
目
に
該
当
）
、
シ

ル
バ
ー
（
２
～
３
項
目
に

該
当
）
の
認
定
区
分
が
あ

る
。
現
在
、
プ
ラ
チ
ナ
１

５
４
社
、
ゴ
ー
ル
ド
１
０

７
７
社
、
シ
ル
バ
ー
１
０

８
５
社
の
合
計
２
３
１
６

社
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。


